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目 指 す 学 校 像 
生徒一人ひとりの「よさ」を伸ばし、次代をたくましく生き抜くための学力と規範意識を身に付

けた人間を育てる 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学

校評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏

まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 生徒一人ひとりに見合った学習環境を提供し、基礎学力を確実に向上させ、自ら考え、判断 

  し、表現する力につなげる 

２ 生徒一人ひとりの資質を把握し、個々に目標・目的を持たせ、規律ある学校生活を送らせる 

３ 積極的な広報活動を行うとともに、保護者・地域・関係諸機関との連携を強化する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者  学校関係者     ６名 

     生徒        ３名 

     事務局（教職員）  ９名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

  ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

  ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日  現 在 ）  実施日 令和  年  月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】授業に真剣に取り組み、

進路実現に向けて目的意識を持っ

て意欲的に学校生活を送ってい

る。ICT を活用した授業も進んでき

ている。 

【課題】生徒の多様化が進み、知

識技能の差や規範意識の涵養に幅

が見られる。基礎学力の定着は引

き続き課題であり、社会人として

適切な生活を送るための力や目的

意識を高める必要がある。卒業後

の生活を見据え、資格認定の取得

や目標を高くした進路の実現で自

信を持たせていく。 

〇基礎学力の定着す

る授業実践と授業研

究を行い、具体的な

（ICT の活用等）方

法も活用して学力を

向上させる。 

〇朝学習、補習等の

講座へ参加者を増や

して基礎学力の定着

につなげる。 

〇資格取得の意義を

説明し、生徒の資格

取得を促して受験者

を増やす。 

①基礎力テストを活用し生

徒の学力を把握し教職員研

修を実施する。前値度から

の目標値を基に、数値を伸

ばす指導、授業改善を行

う。 

②具体的な指導を行い、知

識の定着につなげる。基礎

固めの補習を実施し、学習

に向かう雰囲気作りを行

う。実力増進講座、授業公

開等、授業研究会等質の高

い効果的な取組を計画実施

する。 

③三年間を見通し早い時期

から進路指導を行う。進路

見学、小論文や面接に対応

できるよう系統的に幅広い

知識を身に付けさせる。 

①「授業が理解できてい

るか」という生徒の割合

90％以上。 

 

②補習へ参加する生徒の

人数を昨年度よりも増加

させる。また、欠点を取

る生徒は減少したか。 

 

 

③年間で資格テスト受験

率一人１つ以上を目指

し、生徒の個々の受験の

割合 30％以上。また、合

格者数を上げる。 

 

 

 

 

 

２ 

【現状】校則を生徒の多くが遵守

し、落ち着いた生活を送れている

が、主に学外での自己管理が徹底

できない生徒も見られている。 

【課題】生徒ひとり一人の資質や

理解力を把握し、人権に配慮した

対応、家庭と連携し個に応じた指

導の対応等の徹底が求められる。 

春日部特別支援学校宮代分校との

合同行事や授業交流を行い、本校

生徒・保護者のインクルーシブ教

育への理解を深める。 

〇家庭と連携し、年

度当初、面談期間等

を活用して校則周知

の徹底を目指す。個

に応じた指導を徹底

する。 

〇魅力ある学校づく

りを実践し、学校生

活を充実させる。教

育相談の充実と情報

共有を徹底する。 

①時間を守る意識をＳＨＲ

や集会で呼びかけ、生活習

慣を確立し落ち着いた学校

生活が送れるよう支援して

いく。長欠と欠席者につい

て教務上のサポートや保健

関係の講演会を実施する。 

②目的を持って部活動に参

加できるよう内容を工夫し

80％以上加入を維持する。 

③進路行事に加え、一人一

人の進路への理解を深める

面談を行う。また、探究活

動に加え、社会体験やボラ

ンティア活動を増やす。 

①遅刻・欠席・早退者、

生徒指導の件数を昨年度

比 20％減少させる。 

②部活動への参加者を増

やす。また、教育相談は

有効であったか。 

③人間性向上に役立つイ

ンクルーシブ教育を充実

させ、講演会や分校との

連携事業を、定期的に実

施する。 

 

 

 

 

 

３ 

【現状】生徒会、部活動が中心と

なって地域（宮代町、町教委、自

治会、商工会）交流を行ってお

り、参加行事も増えてきた、豊か

な人間性や社会性の育成、、異校

種交流が図れている。 

【課題】近隣地域から遠方地域へ

とより活動の幅を広げていく事で

生徒の活躍と宮代高校の周知を図

っていく。様々な本校団体が地域

と関わっていくことで開かれた学

校づくりの推進を図っていく。 

〇近隣地域との連携

を強化し、交流事業

の深化とＨＰによる

遠方地域への学校案

内の充実を目指す。 

〇中学生、保護者に

魅力ある情報をＨＰ

をはじめ、ＳＮＳな

どを利活用して入学

希望者の獲得につな

げる。 

①生徒会や部活動で地域交

流活動に参加し、生徒の活

躍を積極的に広く周知す

る。地域から信頼される学

校づくりを実践する。 

②ＨＰは本校生徒・保護者

の活用できる内容（資料

等）を増やし、学校への興

味関心を引き付ける。電子

掲示板による情報提供をと

おし、生徒・保護者・地域

の方が本校をより理解でき

る環境とし、校内活性化、

明るい学校にする。 

①近隣小中学校等との連

携活動、地域交流や地域

貢献活動等、生徒の活躍

の場と機会を増やす。 

 

②ＨＰは、学校行事や学

年の取組、部活動等、内

容を充実させる。生徒・

保護者連絡は電子で効果

的に適宜発信する。関係

諸機関との連携を大切に

する。 

 

 

 

 

 

 


